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◆２６年度実施内容

　園舎改修工事などを行う。

　主な工事として、岩崎保育園駐車場整備工事、岩崎保育園保育室改修工事、古雅保育園

乳児便所等改修工事、山北保育園通路シェルター改修工事、本庄保育園遊戯室手洗い設

置工事等。

◆２６年度直接経費の内訳

　測量設計委託料1,350千円、保育園営繕工事費14,798千円、保育園駐車場整備改修工事

費7,980千円、物件移転補償費810千円

※下記、国・県支出金は第三子保育料無料化事業129千円、その他財源は保育料3,431千

円
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児童の心身ともに健やかな育成のため保育園施設の整備を行う。
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◆２７年度直接経費の内訳

　設計・監理委託料1,727千円、保育園営繕工事費32,400千円、保育園駐車場整備改修工

事費1,800千円

※下記、国・県支出金は第三子保育料無料化事業117千円、その他財源は保育料7,001千

円
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老朽化した園舎にて運営している現状から、突然予定外の工事が発生する。
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事業の

達成状況

予算範囲内で予定していた施設の修繕等を行い、保育環境の改善を図った。

30,120

21

21

20

H25

166

平平平平

成成成成

２２２２

７７７７

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

今後も園児が安全、快適に保育園生活をおくれるよう、計画的に営繕工事を実施す

る。

工事の実施に際しては、今後検討する園舎の建替計画と整合性をとりながら、既存

の長寿命化を図っていく。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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適切な、工事を実施し、保育園の老朽化・使い勝手等を改善する必要がある。判定理由

園児の安全で快適な保育園生活を保障できない。
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平成27年度は主に岩崎保育園遊具設置工事、さくら保育園駐車場整備工事など計画

的に営繕工事を実施し、施設の長寿命化を図る。
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一次評価のとおり。

ファシリティマネジメントの視点から、計画的に営繕工事を実施し、建物の長

寿命化を図ること。寿命化を図ること。


